
令和７年度自己評価結果公表シート 

作成 手形山幼稚園 

１、本園の教育目標 

 

 

 

 

２、本年度、重点的に取り組む目標や計画 

 

 

 

 

 

 

 

３、評価項目の達成および取り組み状況 

 評 価 項 目 
結

果 
取 り 組 み 状 況 の 反 省 

学

園

の

重

点

項

目 

教育目標の具現化に向け、学園独自

の研究を総合的に取り入れ、保育を

計画・実践する。 

A 

運動・表現遊び等、教師それぞれの得意分野を活かし様々

な活動に取り組んできたことで保育の充実に繋がった。

個々に異なる苦手分野に関しても教師同士でカバーし合い

ながら取り組みを進めてくることができた。様々な活動に

意欲的に取り組む教師の姿勢が子どもたちの刺激になって

いる。 

 

自

園

の

重

点

項

目 

指導計画に基づいて、幼児が主体的

にかかわりたくなるような環境構成

をし、幼児の活動がより豊かになる

ように活動の展開に応じて環境を再

構成する。 

B 

子どもの姿をよく見て、一人ひとりの興味関心に沿った遊

びを展開することができた。クラスや学年での活動が充実

していた一方で、自由遊びの時間の在り方はさらに改善の

余地がある。教師自身が遊びの楽しさを知り、保育の幅を

広げながら実践に繋げていきたい。 

それぞれの経験年数や立場に応じた

研究課題を持って実践に活かしてい

る。 

B 

月一度子どもたちの今の姿を職員全体で共有する会議を

設けたことで、それぞれの立場で園全体に目を向け、育

ちや遊びの連続性・育ってほしい姿（１０の姿）を意識

するようになってきている。 

教師それぞれが保育の専門性を高め、園の中での自分の立

場を意識しながら業務にあたることで、よりよい教師集団

を目指したい。 

 

 

 

・指導計画に基づいて、幼児が主体的にかかわりたくなるような環境構成をし、幼児の活動

がより豊かになるように活動の展開に応じて環境を再構成する。 

・それぞれの経験年数や立場に応じた研究課題を持って実践にいかしている。 

元気に生き生きと活動し情操豊かで思いやりのある子ども 



４、学校評価の具体的な目標や総合的な評価結果 

結 果 理  由 

Ｂ 

・熊の出没や気温の上昇など子どもたちを取り巻く自然環境の変化により、その時々に応じた

保育の在り方が求められたが、日々模索しながら過ごすことができた。 

・保育の振り返りに重きを置き、園内研修では自分自身が取り組んできた保育内容を教師間で

伝え合ったり、保育ドキュメンテーションを作成し子どもの様子を語り合ったりするなどの

時間を大切にしてきた。教師同士が対話を重ねることで子どもの内面理解を深め、互いに刺

激を受けながら取り組みを続けてきたことで保育の充実に繋がった。 

・今後は保育の振り返りと同様に、教師が子どもたちと同じ目線で遊びを一緒につくってい

く過程をより一層大切にし、子どもたちが多様な経験ができるよう努めたい。 

※３、４の評定結果の表示方法 

 

【Ａ】…十分達成されている。【Ｂ】…達成されている。【Ｃ】…取り組まれているが、成果が十分ではない。 

【Ｄ】…取り組みが不十分である。     

 

５、今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み方法 

指導計画に基づいて、幼児が主体的にかか

わりたくなるような環境構成をし、幼児の

活動がより豊かになるように活動の展開

に応じて環境を再構成する。 

教師と子どもが互いに思いを出し合いながら遊びを一緒に

つくっていく過程を大切にし、良質な保育に繋げたい。 

振り返りだけでなくこれからの活動に目を向けた保育の計画と

実践に努めたい。 

教師間の情報交換を密にし、連携を図りな

がら園全体でティーム保育を展開する。 

これまで以上に職員同士がコミュニケーションを図りながら協

力して保育にあたる。子どもや保護者のこと、保育内容につい

てなど職員間で共通理解し、連携を図れるように、記録の仕方

や打ち合わせの在り方などをさらに改善し、フリー教諭・預か

り担当教諭などを含めて職員全体で共有できるようにする。 

 


